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 ６月号で掲載しておりました「親と子の血液セン 
ター見学会」の日程や会場が決まりました！ 
 「親と子の血液センター見学会」では日本赤十字社
が行う血液事業について、血液センターを見学しなが
ら学んでいただきます。小さいころから、血液につい
ての知識や献血の大切さを知っていただき、献血を身
近なボランティアとして認識いただけけるよう、楽し
みながら学べる内容で実施いたします。皆様のご参加 
をお待ちしております！  

大船渡市消防操法 競技会 in  阿部長商店大船渡食品 2016.6.12 

 昨年度も伺わせていただいた大船渡市消防操法競技会に今年度もお邪魔い
たしました！競技会の忙しい合間を縫ってたくさんの方にご協力いただきま
した。当日の献血の様子は血液センターホームページのスタッフブログにも
掲載しております。ぜひご覧ください！  

 
 
●対象：小学生(主に4～6年生)及び保護者の方 ※参加費は無料です。 
●会場：【盛岡会場】岩手県赤十字血液センター（岩手県盛岡市三本柳6-1-6） 
    【奥州会場】岩手県赤十字血液センター奥州供給出張所（岩手県奥州市水沢区小石田66-4） 
●日程：【盛岡会場】平成28年7月25日（月）・26日（火）・27日（水）・28日（木） 
    【奥州会場】平成28年7月29日（金）・8月１日（月） 
     ※各日とも１日２回(定員は盛岡１回40名程度、奥州20名程度) 
       午前の部 10：00～11：30 
       午後の部 14：00～15：30 
●内容：献血と血液のはなし・献血バス、献血運搬車の見学 
 
●申し込み方法：お電話での申し込みで先着順とさせていただきます。 
        予めご了承ください。 
●申し込み先：岩手県赤十字血液センター 献血推進課 ＴＥＬ：019-637-7201 
       受付時間：月曜～金曜 9:00～12:00・13:00～17:00 
                                    (祝日除く) 

岩手県赤十字血液センター（盛岡会場） 

たくさんのご参加 
お待ちしてるっち！ 
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■岩手県赤十字血液センターホームページ 

 http://www.iwate.bc.jrc.or.jp/ 

Data 岩手県の献血・供給状況（6月） 

【献血状況】 
 全血献血は200ｍＬ換算で5,593本、献血目

標5,302本に対し291本増の達成率

105.4％。400ｍＬ献血率は96.5％でした。 

 
  
  

【供給状況】 

 赤血球製剤は200ｍＬ換算で5,126単位の供給でし

た。確保率（献血本数／供給本数）は109.1％であ

り、安定供給に必要な105％を超え安定して血液製

剤を医療機関にお届けすることができました。 

献血受付者数 

4,608人 
献血者数 

3,806人 

岩手県の供給状況 

供給本数 

14,493.5単位 

岩手県の献血状況 

2016年1月号より、ホームページでも当広報誌
「Blood Information」が閲覧できるようになりま
した。毎月下旬に最新号を掲載する予定です！ 
ぜひご覧ください。 

  

 
 

■ＨＬＡ型とは 
 赤血球にＡＢＯ型があるように、白血球にも 
型があり、大きく分けてＡ座・Ｂ座・Ｃ座・Ｄ領
域に分けられます。ＨＬＡ型の適合する確率は、
兄弟姉妹間で4人に1人、非血縁者間で数百人か
ら数万人に1人です。 

■ＨＬＡ適合血小板について 
 血小板を繰り返し輸血すると、血小板上の 
ＨＬＡに対する抗体ができ、輸血効果が上がらな
くなることがあります。このような患者さんには
ＨＬＡ適合血小板輸血が必要となります。 

 いのちの尊さ、絆、友情、助け合い、感動な
どについて思うこと、感じたことを俳句で表現
する「日本赤十字社第11回 赤十字・いのちと
献血俳句コンテスト」の募集が、６月13日か 
らスタートしています。 
 10代、20代の若年層の献血者数が減少傾向
にあるなか、若年層を中心とした幅広い年齢層
に俳句の募集を行い、「赤十字」ならびに「献
血」の必要性や重要性を知っていただき、赤十
字活動や献血活動の意義等について理解・普及
の機会を創出することを目的としています。 
 昨年は一関市立舞川小学校の千葉はるかさん
がピカチュウ賞を受賞する快挙がありました！ 
 ぜひ、皆様も一句読んでみてはいかかでしょ 
うか！ 

  

●応募期間 
 平成28年6月13日～10月14日（金） 

●応募資格 
 年齢、性別、国籍は問いません。 

●応募方法 
 応募専用ハガキ、郵便ハガキ、 
 団体（一般、学校）専用ハガキ、 
 FAX（A４）、パソコン、携帯電 
 話などでご応募いただけます。 
 
 詳細は公式ホームページまで 
http://www.ken-haiku2016.jp/ 
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■ＨＬＡ適合血小板製剤（左図） 
 ＨＬＡ型がわかっている血小板製剤で患者さんの

保有するＨＬＡ抗体と反応しない血小板です。 
  

※松尾芭蕉が平泉  
 で詠んだ名句 

【献血状況】 
 全血献血は200ｍＬ換算で5,593本、献血目標

5,302本に対し291本増の達成率105.4％。400mL

献血率（400ｍL献血者数／全血献血者数）は96.5％

でした。 

  

【供給状況】 
   赤血球製剤は200ｍＬ換算で4,866単位の供給でし

た。確保率（献血本数／供給本数）は102.2％でし

た。安定供給に必要な105％を超えることができませ

んでしたが、岩手県内で必要な血液は賄うことができ

ました。 

  


